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農業用水の計画および管理に関する研究等
助教授佐 藤 政 良
l.研究の概要
( 1 ) 広域水回用水量計画に関する研究
j麓瓶詰積が数千 haといった大農業用水の用水量は，倍々の水田の必要水量の単純和として求
めることができない複雑性を有しているO それは，物理的にすら複雑なうえに，水資源、利用=配
分問題という社会的側面が加わるからである O また，現在は，用水量に関する概念上の混乱がそ
れに加わる。筆者は，複雑な用水の反復利用関係を含む水田地区の用水量算定法として提案され
たCB法の有効性について，実例による検証を行うとともに， CB法におけるブロック判定法の
理論的裏付けを与えた。また，用水量に関する概念の整理，広域水田用水量計画法の枠組，手)1長
を提言した。現在，これらの研究のほか，いくつかの地区で，具体的な広域的用水利用計画の策
定に取組んでいるO
( 2 ) 農業用水の管理および水利回体に関する研究
農業用水が実擦に機能するためには，河川などの水源から末端の水田まで用水を送る水路網の
維持と用水配分操作が共同的に行われる必要がある O 吉来，これを担ってきた「ムラ」を基礎と
する重層的管理組織 γ水利組合」は，近年の都市化の進行により，変質を迫られているD また，
水平IJ施設とその管理方法も，新しい環境に対応、することが求められるD 筆者は，都市化の進展に
伴う用排水管理上の問題点，対策，水平IJ団体としての対応について検討している O これらのこと
は，また， (1) の問題と密接不可分の関係にある。
( 3 ) ダムの操作管理に関する研究
治水と利水の問自的をもっ多目的ダムでは，貯水容量を空にしたい立場と満水にしたい立場の
利害対立が存在する。その調整手法として導入された予備放流方式について研究を行っt:.o その
結果，予備放流方式はほとんどの場合，手IJ水部門優先に運用されており，大洪水が発生したとき
には，それが多自的ダムの治水機能を大きく損なっていることが明らかになった。また，その背
景には，降雨量予測の不確実性があり，計画論上の問題が指摘された。それに基づき，降雨量予
測によらない新方式を提言した。利水単独自的のダムでも，提体の安全上，下流の安全上，洪水
時の操作が大問題であるO ダム管理の実例の分析を基礎に，ダムの容量配分と操作方法について，
計画論の立場から提言を行った。
2. 主要な研究業績
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- 24-
水量の決定)， pp.185-194，丸善(1979)
2 ) 農業土木学会編 r農業土木史J (愛知用水の着工と濃尾用水)， pp.1438-1448，農
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量)， pp.1-3， 184-199，畑地農業振興会(1982)
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